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活動報告
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１．広報WG

第43回協議会(平成28年3月17日)以降、会議の開催はありません。

２．イベント実行委員会

・春イベント（３自治体イベントへの出展）を予定通り実施しました。

・秋イベントの企画検討のため、5月10日と7月5日に実施しました。

３．HP勉強会

・7月19日に実施し、リアルタイム情報発信部分を簡易化する方針としました。

平成28年5月10日 9:30～11:30

イベント実行委員会 上尾市文化センター

平成28年7月5日 13:30～15:30 平成28年7月19日 14:00～14:40

HP勉強会 埼玉大学
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１．春イベント実施状況



１．春イベント実施状況
●目的

荒川太郎右衛門地区自然再生事業の紹介パンフレット、6月の維持管理イベントと秋イベントの暫定チラシの配布、協
議会への参加者募集を行うことを目的としました。

●出展イベント
・４月２９日（水）昭和の日 川島町 川島輪中の里ウォーキング
・５月 ８日（日） 桶川市 おけがわ春のふれあいフェスタ
・６月 ４日（土） 上尾市 環境推進大会２０１６

●出展内容
・魚・ヘビ等の生体展示、昆虫標本の展示、外来種の問題について説明（ミシシッピアカミミガメ等を例示）、自然再生

事業の紹介パネル展示･･･等

【桶川市・おけがわ春のふれあいフェスタ】

日時：平成２８年５月８日（日）9:30～15:00
（晴れ）

場所：桶川駅西口公園

来場者：約９０００名

●チラシ・パンフレットを２５０部配布

●協議会委員他：１１名

【川島町・輪中の里ウォーキング】

日時：平成２８年４月２９日（金）10:00～14:30
（晴れ）

場所：上池・中池横堤付近

来場者：１５００名超

●チラシ・パンフレットを２５０部配布

●協議会委員他：９名

【上尾市・環境推進大会】

日時：平成２８年６月４日（土）9:00～16:00
（曇りのち晴れ）

場所：上尾市文化センター

来場者：約５００名

●チラシ・パンフレットを２５０部配布

●協議会委員他：８名 4
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２．秋イベントの企画検討状況
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項目 内容 備考

日時 １０月16日（日） 9:00～12:00 予備日は11/23の川島町農業商工祭

タイトル 遊ぼう！学ぼう！たろうえもん～自然再生の活動を体験しよう～ 定番のタイトル

目的 １）自然再生地・事業の認知度向上、２）活動参加者の拡大 地元・子ども向けとする。

場所

・内容

①上池モトクロス場跡地Ｄ整備地での外来種除草

②中池側の池（H26のイベント場所の1つ）での投網体験

③原田委員の知己所有の民地で豚汁

内容

・担当

実行委員長：川島、実行副委員長：吉田（埼大） ○班編成 100人の場合

・①②を交替で③を全員で実施。

・①②を50人ずつとし、25人ずつ計4班
とする。

○「学ぼう」の内容
子どもの視点で「絵本」予定。

①外来種除草（リーダー：小川委員・吉田副委員長（絵本担当））

②投網（リーダー：荒木委員・川島委員長）

③豚汁（リーダー：菅間委員・原田委員）

班引率（ 調整中 ）

会計（会計・保険申し込み等）：堂本委員

募集人数 100人 ○受付を複数設置

参加費 200円 保険代・諸材料費相当分を予定

広報

・ポスター・チラシ (案)9/1配付

・協議会HP、荒上HP

・協議会外部は各委員から個別に知己にあたる

⇒ (案)申し込み 受付開始日：9月1日（木）、〆切 9月30日（金）

ポスター・チラシはデザインを荻本氏へ
依頼、各学校へは直接郵送

（春イベントで暫定版チラシを配付）

物品
（準備物は本資料では省略。助成申請は下記） 食材は原田委員から提供の申し出あり

参加者持参物：軍手、長袖・長ズボン、帽子、飲み物、おわん・箸・ウェットティッシュ等 協議会でも用意しておく。

資金 サイサン環境保全基金助成（普通助成：最高50万）活用予定 8/15申請期限（7月中に申請書準備）

秋のイベントの内容

内容 品目・数量等

広報 チラシ・ポスター関係

受付 テント2つ、椅子10脚、救急セット数個

①外来種除草 子ども用軍手

②投網 投網2統、タモ網2本、ライフジャケット（大人用）2着

助成申請対象
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秋のイベントの内容

集合場所・受付

【除草場所】

モトクロス場跡地D整備地

【投網体験】

中池の小池

【豚汁】

駐車場

テント

机

椅子

ブルーシート

時間 プログラム内容 備考

7:30～8:00 資材搬入

8:00 集合・ミーティング・会場設営

8:30 受付 ・受付、料金徴収･･･受付
体制（班編制方法によっ
て異なる）

・地元野菜販売？

9:00～
12:00

9:00～
（15分）

開会式

9:15～
（①②各60分）

①外来種除草
・絵本 10分
・除草 50分

2班体制

②投網
・デモ 30分
・釣り体験 30分

2班体制

11:15～ ③豚汁
・豚汁
・パネル展示

11:45～
（15分）

閉会式

12:00 解散 ・地元野菜販売？

会場撤収、資材搬出
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３．HP勉強会の提案



検討課題と変更方針案
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【課題】

○協議会委員のHP勉強会参加者による情報発信ができるように勉強会を開催し、HPを立ち上げ、更新ができるように講

習会を実施してきましたが、協議会委員がHPを更新できる体制を実現できていません。

【メンバーの追加】

○情報処理機器の操作になれた方をメンバーとする必要があります。

新たなメンバーの確保や、簡易な情報発信の方法に変更するな

どの改善が必要です。

【簡易な情報発信の仕組みへの変更】

○現在は、GoogleSiteを使ってHPを立ち上げて、管理を行っています。

→ HPの内容を修正した場合、協議会委員によるチェック後に公開が可能なセキュリティシステムとなっていることから、

GoogleSiteを採用していました。

○これからは、簡単に情報発信ができるFaceｂookやTwitterの採用により情報発信をより簡単にすることで情報の発信

を頻繁に行えるようにすることが考えられます。

→ Twitterは情報を入力したらすぐに公開されてしまいますが、Facebookは、特定のメンバ－の確認後に公開が可能で

す。そのため、Facebookによる情報公開が良いと考えられます。

○情報発信の方法の案

案１）情報処理に慣れた新たなメンバーを追加し、今まで同様GoogleSiteで対応する。

→ 簡易な操作とはなりません。

案２）協議会委員個人のアカウントで情報発信を行う。

→ 協議会からの情報発信とはなりません。

案３）情報発信メンバーを選任し、予め定めた条件に基づき、事前承認無しに情報発信する方法が考えられます。

→ 情報発信の条件を決定しておく必要があります。
9



検討課題と変更方針案

【提案事項】

①方法

案３）の「情報発信メンバーを選任し、予め定めた条件に基づき、事前承認無しに情報発信する方法に変更します。

②情報発信のメンバー等

操作方法になれた方をメンバーとして選任し、Facebookを用いて情報発信します。

③情報発信の条件

・個人が特定できる情報を発信しない。

・重要な生物の場所が特定できる情報を発信しない。重要な生物の情報かどうか判断が難しい場合は、事務局で予め内容

を確認します。具体的には「特定の友達」への公開として、事務局をとおして、生態系モニタリング委員に内容を確認

していただき、確認後に公開します。

・イベント参加の申し込み受付は行いません。ただし、受付の開始時期や応募先の紹介を行います。

・「いいね」を受け付けます。

・上記の条件を踏まえ、荒川太郎右衛門自然再生協議会の主旨や活動を周知し、協議会への参加につながる情報発信は、

選任したメンバーの判断に基づき実施します。

・アカウントとパスワードは、情報発信メンバーのみが、情報もれがないよう管理します。
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参考資料

現在のHP 更新情報

最新の更新は2015/10/8です。

ここにリンク

を追加
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ここに協議会でFacebookを始めた

ことを紹介



参考資料

アクセス状況
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参考資料

Facebook twitter
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